
 

 

 

 

 

 

 

１. 日  時  平成 30 年 4 月 22日(日)午前 9時開会 

２. 会  場  町田市立総合体育館 

(東京都町田市南成瀬 5-12 電話 042-724-3440) 

 

３. 主  催  全日本空手道松涛館 関東地区協議会 

４. 後  援  一般財団法人 全日本空手道松涛館 

５. 競技種目 （１）形 競 技(個人戦) 

◇小学(１･２･３･４･５･６)年生男子の部/女子の部 

             ◇中学(１･２･３)年生男子の部/女子の部 

             ◇高校生男子の部/女子の部 

             ◇大学生一般(35 歳未満)男子の部/女子の部 

             ◇シニア(35 歳以上)男子の部/女子の部 

        （２）組手競技(個人戦)  

◇小学(１･２･３･４･５･６)年生男子の部/女子の部 

             ◇中学(１･２･３)年生男子の部/女子の部 

             ◇高校生男子の部/女子の部 

             ◇大学生一般(35 歳未満)男子の部/女子の部 

             ◇シニア(35 歳以上)男子の部/女子の部 

 

６. 出場資格   

（１）選手は原則として平成 30 年度全空松会員登録予定者であること。但し大会実行委

員会が特段の事情であると判断した場合は別途出場を認めることがある。 

（２）小学生及び中学生の部においては参加人数の関係で男女混合、又は学年を統合する

ことがある。  

（３）小学生は形か組手のいずれか 1種目のみ出場可とし、小学生以外は 2種目出場も可

能とする。 

（４）大会役員･審判員は出場できない。その他、大会実行委員より不適切と認められ者

は出場出来ない。 

（５）監督･コーチは平成 29 年度及び 30 年度全空松会員登録(予定)者で大会委員会が認

めた者に限る。 
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（６）本大会は第 4回全国空手道選手権大会 関東地区代表の選手選考を兼ねており、 

『平成 29 年度全空松会員登録者で小学 4･5･6･年生は 5級以上の者。中学生･高校生･

大学生一般は全空連初段以上の保有者である者。』 と言う条件を満たしている者に

限り選考対象となる。 
 

７. 競技/審判規定   

競技は全日本空手道連盟競技規程並び本大会申し合わせ事項に基づいて行う。 

赤･青帯又は紐は主催者で準備する。もしくは自分の赤･青帯が使用できる。 

（１）形競技 

  ア)競技方法及び勝敗 

トーナメント方式で準決勝までは 2名同時に演武、決勝戦のみ１名ずつ演武。 

５名の審判員による赤旗･青旗の多数決により判定。 

３位決定戦及び敗者復活戦は行わない。 

 

イ)演武形 

①小学生は 1回戦から準決勝までは平安形の中から選択することし、同じ形 

を繰り返し演武することが出来る。ベスト８以上は、全空連第１指形及び 

第２指定形、又は演武していない平安形から選択することとし、同じ形を 

繰り返し演武することが出来る。 

②中学生・高校生・大学生一般・シニアについては、1回戦から準決勝まで全

空連第一指定形を、準決勝では第 2指定形を演じ決勝戦は得意形とする。 

③演武する第一指定形はジオン(慈恩)･カンクウダイ(観空大)、第 2指定形は 

エンピ(燕飛)･カンクウショウ(観空小)とする。得意形は全空連得意形リス

トの松涛館流形から選ばなければならない。 

 

（２）組手競技 

ア)競技時間及び勝敗 

①小学生・中学生 1 分 30 秒フルタイム 

○４ポイント差又は時間終了時に得点の多い選手 

②高校生以上   2 分フルタイム 

○６ポイント差又は時間終了時に得点の多い選手 

イ)競技方法 

①トーナメント方式による 

     ②３位決定戦、敗者復活戦は行わない。 

ウ)安全具 

①ニューメンホー 全空連検定メンホーNo.５以上 

小学生･中学生･高校生は全員着用。 

②マウスピース  大学生以上はメンホーを使用しないのでマウスピースを 

着用すること。 

③拳サポーター  全空連検定品の赤･青/小学生はリバーシブル。または全

空連検定の赤･青拳サポーターとする。 

④ ボディープロテクター 全員着装(空手着の中に着装すること) 

⑤ セーフティーカップ 男子は全員着装(小学1･2年は監督判断により任意） 

   ⑥シンガード及びインステップガード 着装は監督の判断により任意とする。 



  ８. 審 判 員 

     全日本空手道松涛館 関東地区協議会が編成した大会審判団による。 

 

  ９. 安全管理 

（１）選手は本大会 1 週間以内に各自において健康診断を受け医師の出場許可を得て 

おく。 

（２）障害保険を大会実行委員の負担により参加者全員に付保する。 

（３）出場選手が競技中負傷した場合は、大会実行委員において応急処置を施す。 

（４）保護者又は選手本人において、出場選手が利用できる健康保険証を携帯する事。 

  

 １０. 表  彰 

  （１）各種目の第 1位から 3位までの者に、それぞれメダルを授与する。 

  （２）各種目の第 1位から８位までの者に、それぞれ賞状を授与する。 

  （３）参加人数によりメダル･賞状の授与者人数が変動することもある。 

 

 １１. 参 加 費  

  （１）一人 1種目 ３０００円 

  （２）一人２種目 ４０００円 

 

 １２. 申込方法 

  （１）別紙大会参加申込書（エクセルデータ）に必要事項を入力。 

（２）団体紹介欄の写真データと団体紹介(設立の年/会員数/代表者/電話/住所） 

（３）添付するデータ ①入力したエクセルデータ 

②団体紹介写真（サイズ調整は事務局で行います) 

        上記を添付して、下記事務局までメールにて申込下さい。 

         ajks_kanto_taikai@yahoo.co.jp  大会事務局 七星 

 

 １３. 参加費振込先 

      大会専用口座開設準備中 （開設次第、後日、追加連絡致します） 

 

 １４. 参加申込期限  平成３０年２月１５日(木) 

  

 １５. その他 

（１）出場申込書提出後の選手の変更は認めない。出場しなくても返金はしない。 

   入金後の返金はしない。 

（２）参加団体は必ず引率者を配置し、出場選手の掌握･荷物の管理等に当たらせ円 

滑な大会運営と事故防止に協力する事。 

（４）大会会場の駐車場管理上できるだけ公共交通機関を利用されるようお願いし 

ます。 

 

                               以上 

 


